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外国語科（英語）の研究の概要

本年度の研究では、指導と評価の一体化を目指した指導案を作成するとともに、普段の授業にお

ける評価と、定期考査による評価問題の工夫・改善に取り組んだ。なお、４つの指導事例のうち３

つは３年生を対象とし、３年生の指導においても新学習指導要領の趣旨に基づいた授業を試行的に

実践した。

（１）授業における評価の工夫・改善

普段の授業において、様々な言語活動を用意し、それを適切に評価して生徒の学習意欲の喚起に

つなげていくことが大切である。そのためには、まず、言語活動の目標を明確にし、事前に評価ポ

イントを生徒に知らせることが必要である。また、生徒自身が日々の努力の成果を把握できるよう

に工夫することも大切である。さらに、生徒自身が「何を、どの程度までできるか」というような

学習過程を振り返る自己評価、生徒同士の相互評価も積極的に取り入れることが望ましい。本研究

では、評価の４観点ごとに単元・プロジェクトの評価規準及び具体的な言語活動ごとの評価ポイン

トを作成し、自己評価、相互評価を行った。さらに定期考査後にアンケートを実施し、生徒の感想

をその後の授業や指導に活かした。

（２）定期考査における工夫・改善

定期考査は授業の一環であるという考え方のもとに、生徒がテストの準備をすることで学習者の

能力伸長につながるテスト問題の作成に取り組んだ。日常の授業の指導内容を評価の対象とし、事

前にテストの出題ポイントを具体的に公開した。また、各設問がどの評価規準に該当するか明らか

になるようにした。

指導事例１ ・授業における評価方法の工夫（自己評価、相互評価、ワークシート、アンケート）

・定期考査における工夫（語彙に関する問題、表現の能力に関する設問）

指導事例２ ・学習指導計画（単元の目標、評価規準、指導計画、授業展開例）

・授業における評価方法の工夫（音読テスト、アンケート）

・定期考査における工夫（表現の能力に関する設問、理解の能力に関する設問等）

指導事例３ ・学習指導計画（プロジェクトの目標、評価規準、指導計画、指導過程）

・指導と評価の工夫・改善点（自己評価、相互評価、アンケート）

指導事例４ ・学習指導計画（単元の目標、評価規準、指導過程）

・音読指導における評価方法の工夫（評価ポイント，指導実践例、アンケート）

・定期考査における工夫・改善
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